
県職員の、県職員による、県民のためのサービス向上運動

埼玉県３Sチャレンジ
SpeedSpeed

SmileSmile

SpiritSpirit

運動のねらい

具体的な取組

concept

challenge

お客様
埼玉県の歴史や文化、自然の情報
について調べたい、見たい。
埼玉県の歴史や文化、自然の情報
について調べたい、見たい。

・　博物館・美術館等の施設に行く時間がない。
・　どの施設で見られるのか、調べられるのかわからない。
・　何から調べればよいのか、わからない。
・　いろいろな切り口から調べたい。
・　学校の教科書と関連づけて調べたい。
・　まずは概要を知りたい。
・　調べてから、実物を見たい。

ふるさと埼玉
ものしり事典
①　わかりやすい概要解説
②　主な資料の解説と画像
③　いろいろな切り口で調
べることができる。
・　分野別
・　教科書の単元
・　地域別
・　キーワード

④　資料の収蔵館や専門

インターネット

Access！Access！

もっと
くわしく
調べる

実物を
見に行く

もっと
くわしく
調べる

実物を
見に行く

博
物
館

美
術
館

ETC.ETC.

実例：教科書の単元から太平記絵巻へ

トップページ

http://www.museum.spec.ed.jp/monoshiri/
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文化財保護課及び各博物館施設等�『「ふるさと埼玉ものしり事典」の充実』

特 CHALLENGE SHEET NO.5審査委員
特 別 賞



points

challenge!
◎ ニーズの把握

◎ ホームページの充実

取組の要点

ここが使える！参考にして明日から
でもできるところ

「お金をかけず、職員の手作りで 」と考えた

結果、データベースなどハイテクを駆使したも

のではなく、単純なスタイルのホームページが

できあがりました。しかし、その単純さが参加

するためのハードルを下げることにつながり、

新たな所館に加わっていただきやすい環境を

生み出すという思わぬ展開にもなっています。

「ふるさと埼玉ものしり事典」のようなホームペ

ージは情報の量と質が命だと思いますので、

皆様に使っていただけるよう更に充実に努め

ていきたいと考えています。

message from challengermessage from challenger
～文化財保護課・各博物館施設等からメッセージ～

■ 県立の博物館施設へのニーズを考える
県の歴史・自然の情報などを調べたい・見たい
 → そこにはさまざまなニーズがある 

1

■ 「ふるさと埼玉ものしり事典」 整備充実
業者委託することなく自前でホームページ化
わかりやすい解説・切り口を多重化・資料（画像）の充実
資料収蔵館・専門館の案内

3

■ アクセスした人たちが来館4
ネットで見たものをもっとくわしく調べたい・実物を見たい
 → 来館者の増加へ

■ ニーズにこたえるためのホームページの充実2
単館での対応でなく県立博物館施設のネットワークで
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